
 

日本ウイルス学会・仙台医療センター共催 

ウイルス学夏の学校 

第25回 

みちのくウイルス塾 

 

日 時： 令和８年７月11日（土）午前９時開講 

場 所： 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター ３階 大講堂 

〒983 - 8520 仙台市宮城野区宮城野２丁目11 - 12（ＪＲ仙石線，「宮城野原駅」下車徒歩１分） 

参加費： 無 料 

☆ ★ ☆  プ ロ グ ラ ム  ☆ ★ ☆ 

７月11日（土） 午前９時～ 11時 30分 

「開講のご挨拶」   独立行政法人国立病院機構仙台医療センター院長 江面 正幸    

1. 「植物-昆虫-真菌の間で感染するウイルスの話」 

…生物界の大きな障壁を乗り越えるウイルス感染がある！ 

岡山大学資源植物科学研究所 教授 近藤 秀樹 

2. 「稲わらの中から針を探しだすような仕事」…食品中のノロウイルスの検出法の開発とその応用               

秋田県健康環境センター・保健衛生部 シニアエキスパート 斎藤 博之 

午後０時 30分～（５時ころまで） 

3.「EBVと微小染色体(extrachromosomal DNA)の不思議な関係」 

…30年越しに注目されている細胞現象とヘルペスウイルス研究のかかわり 

東北医科薬科大学医学部・微生物学教室 教授 神田 輝 

4．「最近のウイロイド研究の進歩」…従来の植物ウイロイドに加え動物・微生物でも見つかっているよ 

農業・食品産業技術総合研究機構・植物防疫研究部門 越境性・高リスク病害虫対策G 上級研究員 松下 陽介 

5. 「ダニが媒介する脳炎ウイルス」…自然界のウイルスはどうやってヒトに感染するのか？                    

長崎大学・高度感染症研究センター ウイルス生態研究分野 教授 好井 健太朗 

6. 「ウイルス塾恒例 おさらいクイズ」･･･めざせ！高得点！！    

                            ウイルス学会 研究教育支援委員会メンバー 

どなたでも自由に参加できますが、できるだけ事前登録に 

ご協力をお願いします。これは、あらかじめ参加人数を知り

人数分の軽食と飲み物を準備しておくためです。 

連絡先：仙台医療センター・ウイルスセンター 

113-vrs.center@mail.hosp.go.jp Tel& Fax: 022-293-1173 

 

また、遠方からの学生さんのために無料の宿泊をご用意 

いたします。数に限りがありますので、宿泊が必要な方は 

お早めにご相談ください。 

 

 

 

 

ご注意：・当日は、宮城野原駅出口直結の西玄関入口あるいは駐車場側の東玄関入口で、入館手続きをしてください。 

    ・会場は例年冷房が効きすぎることが多いです。冷房に弱い方には、軽い上着等のご準備をお勧めします。 

・事前登録分とそれ以上の若干分の参加人数分の軽食と飲み物を準備しますが、それ以外の方にも昼食の場所

は提供できますので、各自お弁当持参でも結構です。院内にはコンビニもございます。 

mailto:113-vrs.center@mail.hosp.go.jp

